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要旨 
本アプリケーションノートは、外部フラッシュ定義エディタ（EFE）において指定可能なカスタムプログ

ラムの作成要領についてまとめたものです。 
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【略称】 

本アプリケーションノートでは、以下の略称・略語を用います。 

 

略称・略語 説明 
EFE External Flash Definition Editor 
RFD タブ EFE の RFD ファイル生成タブ 
USD タブ EFE の USD ファイル生成タブ 
RFD ファイル Renesas Flash Definition file（フラッシュメモリデバイス定義ファイル）

USD ファイル User System Definition file（ユーザシステム定義ファイル） 
外部フラッシュメモリ マイコンの外部バス上に接続するフラッシュメモリデバイス 
外部フラッシュダウンロード機能 外部フラッシュメモリに対してデータをダウンロードする機能 
書き込みプログラム 外部フラッシュメモリへの書き込み処理プログラム 
標準プログラム EFE にプリインストールしている標準の書き込みプログラム 
カスタムプログラム EFE で指定可能な非標準の書き込みプログラム 
JEDEC 方式 JEDEC 標準コマンド準拠フラッシュ書き込み方式 
CUI 方式 Intel/Sharp CUI コマンドフラッシュ書き込み方式 
エミュレータ ルネサス製のエミュレータシステム 
HEW 統合開発環境  High-performance Embedded Workshop 

 

 

 

  



外部フラッシュ定義エディタ カスタムプログラム作成方法 

 

1. 概要 
 

外部フラッシュ定義エディタ（EFE）では、EFE標準の書き込みプログラムでは書き込みができないコマ
ンドセットを持ったフラッシュメモリデバイスを想定し、ご自身でプログラミングされた書き込みプログ
ラムを「カスタムプログラム」として指定することができます。（図 1-1参照） 

本アプリケーションノートでは、カスタムプログラム作成方法について説明します。 

 

 

 

図 1-1 カスタムプログラム選択メニュー 
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2. 開発環境 
カスタムプログラムの作成に必要な環境を以下に示します。 

 

2.1 作成環境 
■書き込みプログラムサンプル 

以下のファイルを EFE 製品サイトよりダウンロードしてください。 

http://japan.renesas.com/products/tools/emulation_debugging/onchip_debuggers/efe/efe.jsp

 

１．サンプル C ソースプログラム 

JEDEC 方式 ・・・・EFE_JEDEC_Sample.c 

CUI 方式 ・・・・EFE_CUI_Sample.c 

２．ヘッダファイル ・・・・EFE_fwif.h 

３．ライブラリファイル ・・・・EFE_***.lib （***は、マイコンファミリ名） 

 

※ ライブラリファイルはマイコンファミリ毎に提供されます。 
サンプル C ソースプログラム、およびヘッダファイルは全マイコンファミリで共通です。 

 

■C/C++コンパイラ，シミュレータ 

ご使用のマイコンに対応するコンパイラパッケージをご用意ください。 

 

 

2.2 デバッグ・評価環境 
■外部フラッシュ定義エディタ（EFE） 

以下のサイトよりダウンロードしてインストールしてください。 

 http://japan.renesas.com/products/tools/emulation_debugging/onchip_debuggers/efe/efe.jsp

 

■エミュレータソフトウェア（デバッガ） 

ご使用のエミュレータに適合するものをダウンロードしてインストールしてください。 

■エミュレータ 

■ターゲットシステム（外部フラッシュメモリ搭載） 

 

  

http://japan.renesas.com/products/tools/emulation_debugging/onchip_debuggers/efe/efe.jsp
http://japan.renesas.com/products/tools/emulation_debugging/onchip_debuggers/efe/efe.jsp
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3. カスタムプログラム作成の流れと注意事項 
 

3.1 作成の流れ 
カスタムプログラムの作成は以下の手順に沿って行ってください。 

 

１． サンプル C ソースプログラムをベースとして、修正が必要な関数をカスタマイズします。 
２． ヘッダファイルとライブラリファイルをリンクしてビルドします。 
３． EFE を使用し、RFD ファイルおよび USD ファイルを作成します。 
４． エミュレータソフトウェアに USD ファイルを登録し、外部フラッシュメモリに対するダウンロー

ドが正常に動作することを実機にて確認します。 
 

 

 

3.2 作成上の注意事項 
以下にカスタムプログラム作成する上での注意事項を示します。 

 

・提供サンプル（サンプルソースプログラムファイル、ヘッダファイル、ライブラリファイル）のうち、
サンプル C ソースプログラムに定義されている関数の処理をカスタマイズ可能です。 

 

・関数の実行を終了する時には、必ず Return_Result 関数を使用して、規定の実行ステータスを返送して
ください。 

 

・カスタムプログラムの占有メモリサイズ（スタックを除く）は、8192 バイト（2000h バイト）以下と
してください。 

 

・カスタムプログラムが使用するスタックサイズは、256 バイトを越えないようにしてください。 
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4. エミュレータソフトウェアの動作 
外部フラッシュメモリへのダウンロード動作は、エミュレータソフトウェアとフラッシュ書き込みプログ

ラムが連携して処理していきます。カスタムプログラムを作成する上で必要となるエミュレータソフトウェ
アの動作について説明します。 

 

4.1 ワーク RAM 領域 
エミュレータソフトウェアは、外部フラッシュメモリへのダウンロード要求が発生すると、外部フラッ
シュメモリ書き込みプログラム配置用のワーク領域を RAM 上に確保します。 

尚、RAM 上の元データはエミュレータソフトウェアが事前にバックアップを行い、ダウンロード処理
完了後に復元します。 

ワークRAM領域の構成を、 

図 4-1に示します。 

 

 

    

    

   

先頭アドレス→    

 共有メモリ領域 128Byte 
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書き込みプログラム   最大 

 関数領域  8192Byte 

    

    

    

    

256Byte 境界    

    

 書き込みプログラム用スタック領域 256Byte  

    

    

buff_addr データバッファ 256Byte  

    

    

 予約領域 256Byte  

    

    

 

図 4-1 ワーク RAM 領域 
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4.2 パラメータの受け渡し 
 

4.2.1 エミュレータソフトウェアから書き込みプログラム 
エミュレータソフトウェアは、書き込みプログラムの関数を実行する前に使用する制御パラメータを

ワーク RAM 上の共有メモリ領域に格納します。 

その後エミュレータソフトウェアが書き込みプログラムの実行を開始すると、ライブラリ内の
Set_Parameter()という関数が実行され、この関数によって共有メモリ領域のパラメータが書き込みプログ
ラムのグローバル変数へと受け渡されます。 

 

 

4.2.2 書き込みプログラムからエミュレータソフトウェア 
書き込みプログラムの各関数は return 前に Return_Result 関数を呼び出し、引数として実行ステータスを

渡します。 

Return_Result 関数は、受け取った引数を共有領域に格納します。 

エミュレータソフトウェアは、その共有領域を読み出して実行ステータスを確認します。 

 

 

 

 

 



外部フラッシュ定義エディタ カスタムプログラム作成方法 

 

4.3 エミュレータソフトウェアによる実行制御 
フラッシュメモリ書き込み処理におけるエミュレータソフトウェアの制御フローを図 4-2に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ID コードチェック

チップ消去指定？ 

チップ消去実行 

セクタ消去実行 

書き込み処理実行 

正常終了

正常終了

イレーズエラー 

一致 
 

開始 

エラー終了 

DataWrite()

SectorErase() 

ChipErase()

実行ステータスチェック 

実行ステータスチェック 

イレーズエラー 

EraseStatusCheck() 

EraseStatusCheck() 

Exit() 

Yes 

全データ書込完了？ 

IDCompare()

チップ消去指定？ 

完了処理 

正常終了

プログラミングエラー 

No

正常終了 

Yes 

Yes 

No 

 ID コード不一致エラー 

No

イレーズ実行中 

イレーズ実行中

図 4-2 フラッシュメモリ書き込み制御フロー 
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5. 関数 
 

5.1 関数一覧 
カスタムプログラムで使用する関数の一覧を表 5.1に示します。 

 

表 5.1 関数一覧 

No  関数名 機能 

1 void Return_Result(int) No.2～No.7 の実行結果の返送 

2 void IDCompare(void) メーカーID，デバイス ID のチェック 

3 void ChipErase(void) チップ全体消去コマンドの発行 

4 void SectorErase(void) セクタ消去コマンドの発行 

5 void EraseStatusCheck(void) 消去コマンド実行後のステータスレジスタ参照 

6 void Exit(void) 消去完了コマンドの発行 

7 void DataWrite(void) プログラミングコマンドの発行 
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5.2 制御パラメータ 
カスタムプログラムの関数で使用する制御パラメータについて説明します。 

制御パラメータは、ヘッダファイル”EFE_fwif.h”に define 文、あるいはグローバル変数として定義され
ています。 

 

 

#define TRUE  1 

#define FALSE 0 

 

#define BUF_SIZE 0x100    // Data Buffer Size 

 

#define MODE_32x1  0 

#define MODE_16x2  1 

#define MODE_8x4   2 

#define MODE_16x1  3 

#define MODE_8x2   4 

#define MODE_8x1   5 

 

#define CODE_OK           0x00    // Normal Complete Code 

#define CODE_ERASE_EXE    0x00    // Erase Execute Code 

#define CODE_ERASE_OK     0x01    // Erase Complete Code 

#define CODE_ERASE_ERR    0x02    // Erase Error Code 

#define CODE_PROGRAM_ERR  0x02    // Program Error Code 

#define CODE_ID_ERR       0x03    // ID Error Code 

 

extern volatile unsigned long*  write_addr;      // Write Address 

extern unsigned long  base_addr;  // Sector Address 

extern unsigned long  buff_addr;  // Buffer Address 

extern unsigned long  wbuf_size;  // Write-Buffer size of Flash Memory 

extern unsigned long  connect;    // Connection between MCU and External Flash Memory 

extern unsigned long  maker_id;   // Manufacturer ID 

extern unsigned long  device_id;  // Device ID 

extern unsigned long  com8bit_0;  // JEDEC 1'st Command at  8bits-bus mode of Flash Memory 

extern unsigned long  com8bit_1;  // JEDEC 2'nd Command at  8bits-bus mode of Flash Memory 

extern unsigned long  com16bit_0; // JEDEC 1'st Command at 16bits-bus mode of Flash Memory 

extern unsigned long  com16bit_1; // JEDEC 2'nd Command at 16bits-bus mode of Flash Memory 

extern unsigned long  com32bit_0; // JEDEC 1'st Command at 32bits-bus mode of Flash Memory 

extern unsigned long  com32bit_1; // JEDEC 2'nd Command at 32bits-bus mode of Flash Memory 

 

extern void  Return_Result(int); 
 

図 5-1 EFE_fwif.h 
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5.2.1 制御パラメータ（固定値）一覧 
 

表 5.2 define 定義（固定値）の制御パラメータ 

No パラメータ 値 分類 意味 

1 TRUE 1 汎用 真 
2 FALSE 0  偽 
3 BUF_SIZE 0x100 データバッファサイズ ダウンロードデータの 

一時格納領域サイズ 
4 MODE_32x1 0  マイコン 32bit  

<－> フラッシュメモリ 32bit 
5 MODE_16x2 1  マイコン 32bit  

<－>フラッシュメモリ 16bit×2 
6 MODE_8x4 2 マイコンと外部フラッシュ

メモリ間のデータバス接続

形態 

マイコン 32bit  
<－>フラッシュメモリ 8bit×4 

7 MODE_16x1 3  マイコン 16bit  
<－>フラッシュメモリ 16bit 

8 MODE_8x2 4  マイコン 16bit  
<－>フラッシュメモリ 8bit×2 

9 MODE_8x1 5  マイコン 8bit  
<－>フラッシュメモリ 8bit 

10 CODE_OK 0x00  正常終了 
11 CODE_ERASE_EXE 0x00  イレーズ実行中 
12 CODE_ERASE_OK 0x01 関数の実行ステータス イレーズ正常終了 
13 CODE_ERASE_ERR 0x02  イレーズエラー 
14 CODE_PROGRAM_ERR 0x02  プログラミングエラー 
15 CODE_ID_ERR 0x03  ID コード不一致エラー 
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5.2.2 制御パラメータ（グローバル変数）一覧 
 

表 5.3 グローバル変数定義の制御パラメータ 

No パラメータ 型 機能 

1 write_addr volatile 

unsigned long * 

ライトアドレス 

2 base_addr unsigned long 対象セクタの先頭アドレス 
3 buff_addr unsigned long データバッファ先頭アドレス 
4 wbuf_size unsigned long フラッシュメモリのライトバッファサイズ 
5 connect unsigned long マイコンと外部フラッシュメモリ間の 

データバス接続形態 
6 maker_id unsigned long フラッシュメモリのメーカ ID 
7 device_id unsigned long フラッシュメモリのデバイス ID 
8 com8bit_0 unsigned long  
9 com8bit_1 unsigned long  
10 com16bit_0 unsigned long JEDEC コマンドパターン 
11 com16bit_1 unsigned long  
12 com32bit_0 unsigned long  
13 com32bit_1 unsigned long  

 

 

 

 

5.2.3 グローバル変数の機能説明 
 

■write_addr 
データバッファに転送した 256 バイトデータの書き込み先頭アドレス。 

エミュレータソフトウェアが図 4-2の制御フローに沿って動的に制御します。 

 

■base_addr 
イレーズ、又は書き込み対象セクタの先頭アドレスが受け渡されます。 

エミュレータソフトウェアが図 4-2の制御フローに沿って動的に制御します。 

 

■buff_addr 
ダウンロードデータをバッファリングする領域の先頭アドレスが受け渡されます。 

 

■wbuf_size 
バッファ書き込み対応フラッシュメモリ用の制御パラメータです。 

フラッシュメモリ内蔵バッファのサイズが受け渡されます。 

（EFE の RFD タブで指定する[バッファサイズ]そのものです） 

バッファ書き込みモードを指定した場合に本パラメータを使用します。 
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■connect 
マイコンと外部フラッシュメモリ間の接続形態が受け渡されます。 

（EFE の RFD タブで指定する[カスタムプログラムの接続形態]そのものです） 

 

表 5.4 接続形態 

値 パラメータ マイコン外部バス設定 外部フラッシュメモリ 

0 MODE_32x1 32bit 32bit×1 

1 MODE_16x2 32bit 16bit×2 

2 MODE_8x4 32bit 8bit×4 

3 MODE_16x1 16bit 16bit×1 

4 MODE_8x2 16bit 8bit×2 

5 MOED_8x1 8bit 8bit×1 

 

 

■maker_id 
フラッシュメモリのメーカ ID が受け渡されます。 

（EFE の RFD タブで指定する[メーカ ID]そのものです） 

外部フラッシュメモリとの接続チェックに使用します。 

 

■device_id 
フラッシュメモリのデバイス ID が受け渡されます。 

（EFE の RFD タブで指定する[デバイス ID]そのものです） 

外部フラッシュメモリとの接続チェックに使用します。 

  

■com8bit_0／com8bit_1／com16bit_0／com16bit_1／com32bit_0／com32bit_1 
JEDEC 方式のフラッシュメモリへの書き込みに使用するパラメータです。 

（EFE の RFD タブで指定するバス幅ごとの[1st Address][2nd Address]そのものです） 

 

JEDEC 方式の書き込みでは、まず初めに２回の Unlock サイクルを実行します。 

1st Address を Unlock サイクル１回目、2nd Address を Unlock サイクル２回目で使用します。 

実際に発行するコマンドアドレスは、外部フラッシュメモリの接続形態に応じて、以下のように
演算します。 

 

32bit×1： base_addr ＋ com32bit0/1 << 2 

 16bit×2： base_addr ＋ com16bit0/1 << 2 

 16bit×1： base_addr ＋ com16bit0/1 << 1 

  8bit×4： base_addr ＋ com8bit0/1 << 2 

  8bit×2： base_addr ＋ com8bit0/1 << 1 

  8bit×1： base_addr ＋ com8bit_0/1 
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5.3 関数機能 
カスタムプログラムで使用する関数の機能について説明します。 

 

5.3.1 実行ステータスリターン関数 
 

【機能】 
5.3.2～5.3.7の関数の実行ステータスを、特定のアドレス領域を介してエミュレータシステムへ通

知します。 

関数の実体は、ライブラリファイルに含まれます。 

 
【関数名】 void  Return_Result(int)  

【引数】  各関数で定義されている本関数への引数 

※5.3.2～5.3.7の各関数で定義されている本関数への引数以外が返送された場合、 

   正常に動作しません。 

【戻り値】 なし 

【動作】 
5.3.2～5.3.7の関数処理の最後に、実行ステータスを引数として本関数を呼び出します。 

本関数では、受け取った実行ステータスを特定のアドレス領域に格納します。 

エミュレータソフトウェアは、実行ステータスを読み出し、以降の制御動作を決定します。 

 

 

5.3.2 ID チェック関数 
 

【機能】 
外部フラッシュメモリに対する正常なアクセスが可能な状態であるかをチェックするための関数

です。ダウンロード処理の最初に実行されます。 

 
【関数名】 void  IDCompare(void)  

【引数】  なし 

【戻り値】 なし 

【Return_Result 関数への引数】 

   CODE_OK  ・・・正常終了 

   CODE_ID_ERR ・・・IDコード不一致エラー 

   ※上記以外のコードは返送しないでください。 

【動作】 
外部フラッシュメモリ内のレジスタへアクセスし、メーカーID とデバイス ID を読み出します。

読み出した ID 値と期待値（EFE の RFD タブで入力した値）の一致をチェックします。 

値が一致した場合（正常終了の場合）、エミュレータソフトウェアは外部フラッシュメモリに対
するアクセスにおいて接続設定（*1) に問題がないと判断し、以降の処理に進みます。 

値が不一致の場合（ID コード不一致エラーの場合）、エミュレータソフトウェアは以降の処理を
中止します。ハードウエアでのマイコン-外部フラッシュメモリ間の接続、外部バスコントローラ設
定、マイコンクロック設定、外部バスクロック設定 等に誤り、漏れがないか確認ください。 
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5.3.3 セクタイレーズ関数 
 

【機能】 
１つのセクタを消去する関数です。セクタへのダウンロードデータ書き込み前に実行されます。 

 

【関数名】 void  ChipErase(void)  

【引数】  なし 

【戻り値】 なし 

【Return_Result 関数への引数】  

CODE_OK ・・・正常終了 

   ※上記以外のコードは返送しないでください。 

【動作】 

セクタイレーズ（ブロックイレーズ）コマンドを発行します。 

完了確認は行いません。（イレーズステータスチェック関数にて確認します。） 

イレーズに先立ってロックビット解除（プロテクト解除）の必要がある場合には、イレーズコマン
ド発行の前にロックビット解除処理を追加してください。 
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5.3.4 チップイレーズ関数 
 

【機能】 

全てのセクタを消去する関数です。 

E1/E20 エミュレータデバッガの場合、［コンフィグレーションプロパティダイアログ＞外部フラッ
シュメモリタブ＞外部フラッシュの上書きタブ］で「全セクタ消去後に書き込む」を選択している
場合（図 5-2参照）に呼び出されます。 

 
【関数名】 void  ChipErase(void)  

【引数】  なし 

【戻り値】 なし 

【Return_Result 関数への引数】  

CODE_OK ・・・正常終了 

   ※上記以外のコードは返送しないでください。 

【動作】 

JEDEC 方式の場合には、チップイレーズコマンドを発行します。 

完了確認は行いません。（イレーズステータスチェック関数にて確認します。） 

なお、CUI 方式の場合には、チップイレーズの定義がないため、セクタイレーズコマンドを全セク
タ領域に対して繰り返し実行して、全体の消去を行います。 

イレーズに先立ってロックビット解除（プロテクト解除）の必要がある場合には、イレーズコマン
ド発行の前にロックビット解除処理を追加してください。 

 

 
 

図 5-2 全セクタ消去後書き込みオプション 
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5.3.5 イレーズステータスチェック関数 
【機能】 

チップイレーズ関数、およびセクタイレーズ関数の処理ステータスをチェックする関数です。 

チップイレーズ関数、セクタイレーズ関数の後に実行されます。 

 

【関数名】 void  EraseStatusCheck(void)  

【引数】  なし 

【戻り値】 なし 

【Return_Result 関数への引数】  

CODE_ERASE_OK  ・・・正常終了 

CODE_ERASE_EXE ・・・イレーズ実行中 

CODE_ERASE_ERR ・・・イレーズエラー 

   ※上記以外のコードは返送しないでください。 

【動作】 

外部フラッシュメモリのステータスレジスタを参照します。 

レジスタのビット状態により、 

[正常終了] [イレーズ実行中] [イレーズエラー] 

のいずれかを判断します。 

イレーズが正常終了した場合、エミュレータソフトウェアは以降の処理に進みます。 

イレーズ実行中の場合、エミュレータソフトウェアは本関数を再度実行します。 

イレーズエラーが発生した場合は、エミュレータソフトウェアは以降の処理を中止します。 

 

 

5.3.6 シーケンスクリア関数 
【機能】  

コマンドシーケンスをリセットする関数です。 

 

【関数名】 void  Exit(void)  

【引数】  なし 

【戻り値】 なし 

【Return_Result 関数への引数】  

CODE_OK ・・・正常終了 

   ※上記以外のコードは返送しないでください。 

【動作】 

イレーズコマンド終了後に、コマンドシーケンスをクリアするために使用します。 
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5.3.7 書き込み制御関数 
【機能】  

フラッシュメモリへの書き込み制御を行う関数です。 

 

【関数名】 void  DataWrite(void)  

【引数】  なし 

【戻り値】 なし 

【Return_Result 関数への引数】  

CODE_OK  ・・・正常終了 

 CODE_PROGRAM_ERR ・・・プログラミングエラー 

   ※上記以外のコードは返送しないでください。 

【動作】 

データバッファに格納したダウンロードデータを、順次外部フラッシュメモリへ書き込んでいきま
す。 

フラッシュメモリへの書き込み単位（※1）のデータを転送後、ステータスレジスタをポーリング
します。 

正常終了していれば、残りデータの書き込みを継続します。 

データバッファサイズ分（256 バイト）の書き込みを完了すると、正常終了コードを返送します。 

書き込み中にエラーが発生した場合には、エラーコードを返送します。エミュレータソフトウェア
はその後の処理を中止します。 

 

※1：書き込み単位とは、１回の書き込み処理で扱うデータ量です。 

例えば、通常書き込みモードで８bit バス幅であれば、１バイトとなります。 

また、バッファ書き込み方式で 16bit 幅、１回の転送が 32 ワードであれば、 

64 バイトとなります。 
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6. サンプルプログラム構成 
 

6.1 サンプルプログラムのフォルダ構成 
 

サンプルプログラムのワークスペース以下のフォルダ構成を図 6-1に示します。 

/ EFE_Custom_Program_***(*1)  ・・・ワークスペース 

/ CUI 

/ Source 

/ Lib

/ Debug 

/ Release 

EFE_CUI_Sample.c  ・・・CUI 方式書き込みプログラム 

EFE_fwif.h(*2)   ・・・ヘッダファイル 

EFE_***.lib(*1)(*3) ・・・リンクライブラリ（マイコンファミリ別） 

CUI.mot     ・・・ビルド後に生成される出力ファイル 

/ JEDEC 

/ Source 

/ Lib

/ Debug 

/ Release 

EFE_CUI_Sample.c   ・・・JEDEC 方式書き込みプログラム 

EFE_fwif.h(*2)    ・・・ヘッダファイル 

EFE_***.lib(*1)(*3) ・・・リンクライブラリ（マイコンファミリ別） 

JEDEC.mot      ・・・ビルド後に生成される出力ファイル 

*1：***：マイコンファミリ名（例：RX ファミリ＝RX） 

*2：CUI 方式と JEDEC 方式共通ファイル 

*3：CUI 方式と JEDEC 方式共通ファイル 

 
図 6-1 サンプルプログラムワークスペースのフォルダ構成 
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6.2 ワークスペースウインドウ 
 

サンプルプログラムのHEWワークスペースウインドウ構成を図 6-2に示します。 

 

 
図 6-2 ワークスペースウインドウ 

 

 

プロジェクト 

 作成対象の書き込み方式をアクティブ化して、ビルドを実行します。 

 （対象プロジェクト名で右クリック＞“アクティブプロジェクトに設定”を選択後、ビルド実行） 
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6.3 リンカオプション 
 

ビルド時に必要なリンカオプションについて説明します。 

なお、サンプルプログラムのワークスペースはオプション適用済みです。 

 

■セクション 

以下のオプションを指定してください。 

 

-start=DATA/03000, PROG,P,B/0x3080 
 

 
図 6-3 セクション指定 

 
 

■ROM 化支援オプション 

ROM 化支援オプションは外して下さい。 

 

-rom=･････ ←削除 
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■出力ファイル指定 

 

出力ファイル形式としてモトローラ S フォーマットを指定します。 

 

 

 
図 6-4 出力ファイルフォーマット 
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